
平成２９年
１１
月
３０
日

　

～
１２
月
２２
日
各
専
門
部
会
の
開
催

３
ヵ
年
計
画
等
に
つい
て

１２
月
２５
日

第
９
回
常
任
委
員
会

組
織
体
制
及
び
３
ヵ
年
計
画
に
つい
て

平成３０年
１
月
１８
日

幹
事
会・専
門
部
会
合
同
会
議
組
織
体
制
及
び
３
ヵ
年
計
画
等
に
つい
て

１
月
２６
日

第
１０
回
常
任
委
員
会

組
織
体
制
及
び
３
ヵ
年
計
画
等
に
つい
て

２
月
１
日

常
務・常
勤
監
事
会
議

今
後
の
取
組
み
に
つい
て

２
月
７
日

　

～
２
月
１５
日
各
専
門
部
会
の
開
催

組
織
体
制
の
見
直
し
及
び
３
ヵ
年
計
画
等
に
つい
て

２
月
１７
日

常
務・常
勤
監
事
会
議

組
織
体
制
の
見
直
し
及
び
３
ヵ
年
計
画
等
に
つい
て

２
月
２８
日

　

～
３
月
３
日
各
検
討
部
会
の
開
催

組
織
体
制
の
見
直
し
及
び
３
ヵ
年
計
画
等
に
つい
て

４
月
５
日

第
１１
回
常
任
委
員
会

今
後
の
取
組
み
に
つい
て

６
月
１１
日

第
１２
回
常
任
委
員
会

今
後
の
取
組
み
に
つい
て

６
月
２５
日

第
１３
回
常
任
委
員
会

第
４
回
委
員
会
の
開
催
に
つい
て

６
月
２６
日

第
４
回
委
員
会

今
後
の
協
議
に
つい
て

７
月
２６
日

幹
事
会

今
後
の
進
め
方
に
つい
て

９
月
６
日

事
務
局
会
議

今
後
の
進
め
方
に
つい
て

１１
月
２０
日

幹
事
会

今
後
の
進
め
方
に
つい
て

１１
月
２８
日

第
３０
回
秋
田
県
Ｊ
Ａ
大
会

１２
月
１９
日

事
務
局
会
議

今
後
の
進
め
方
に
つい
て

令和元年（平成３１年）
６
月
１０
日

幹
事
会

中
期
計
画
に
つい
て

６
月
１３
日

第
１４
回
常
任
委
員
会

新
Ｊ
Ａ
３
ヵ
年
計
画
に
つい
て

６
月
１７
日

　

～
７
月
３０
日
各
専
門
部
会
の
開
催

合
併
３
ヵ
年
計
画
に
つい
て

８
月
１６
日

幹
事
会・専
門
部
会
合
同
会
議
合
併
３
ヵ
年
計
画
に
つい
て

８
月
２０
日

第
１５
回
常
任
委
員
会

新
Ｊ
Ａ
３
ヵ
年
計
画
に
つい
て

８
月
２９
日

　

～
９
月
２
日
各
検
討
部
会
の
開
催

合
併
３
ヵ
年
計
画
に
つい
て

９
月
９
日

第
１６
回
常
任
委
員
会

今
後
の
進
め
方
に
つい
て

９
月
２０
日

両
Ｊ
Ａ
理
事
会

合
併
推
進
協
議
会
の
今
後
の
進
め
方
に
つい
て

同　
　

日

第
１７
回
常
任
委
員
会

今
後
の
進
め
方
に
つい
て（
解
散
が
決
定
）

【山本地区合併推進協議会　解散】
　ＪＡあきた白神、ＪＡ秋田やまもとの合併の最
大の目標である「農業者の所得増大」「農業生産
の拡大」「地域の活性化への貢献」を実現し、真
に組合員の皆様にとって信頼と希望を持てるＪＡ
を目指し、協議を重ねて参りましたが、２ＪＡ合
併におけるメリットの創出と、平成２９年４月に
「山本地区ＪＡ合併推進協議会」を設立した時点
と、情勢（県１ＪＡ構想の出現など）が大きく変
化したことなど、組合員の皆様に納得いただける
メリットを見出すことが出来ず、２ＪＡ間で具体
的な協議を深めることが出来なかったため、長期
に及ぶ協議に区切りをつけ、山本地区合併推進協
議会を解散することを決議しました。

７／７～２１ 新ＪＡ名称募集（公募）応募点数４３８点

７／２４
新名称一次選考委員会
応募作品の中から７点を選抜
第５回常任委員会で４点まで絞り込み

８／２
第２回委員会
新ＪＡ名称最終決定

【新ＪＡ名称『あきた白神』に決定】

「販売戦略としてのネームバリュー」と、
「地域をイメージできる」として「あきた白神」に決定

【合併期日の延期を決定】
　ＪＡあきた白神、ＪＡ秋田やまもと
の全役員が参加する委員会において、
組合員の皆様にとって、信頼と希望の
もてる新ＪＡになるためには、更なる
協議が必要と判断し、当初目標として
いた合併期日（平成３０年４月１日）の
延期を決定。

【県１ＪＡに向けた組織再編の推進　決議】
　平成３０年１１月２８日開催の「第３０回秋田県Ｊ
Ａ大会」において、オール秋田体制による全
国トップクラスとなる秋田県１ＪＡの実現を
目指し、本県ＪＡグループの組織・事業・経
営の改革に挑むこととした。

山本地区合併推進協議会
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